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◆ キーワード　千手前伝説／静岡県磐田市の天竜川流域／氾濫と治水／中世女性芸能者／聖水信仰

白
拍
子
伝
説
の
特
性
と
そ
の
一
考
察

内 

藤
　
浩 

誉

一　

は
じ
め
に

中
世
と
い
う
激
動
の
時
代
を
映
し
出
す
軍
記
物
語
。
そ
こ
で
描
か
れ
る
当

事
者
た
ち
の
躍
動
的
な
生
き
方
、
人
間
関
係
や
恋
愛
に
伴
う
普
遍
的
な
心
理

は
、
時
を
超
え
て
今
な
お
、
人
々
の
心
に
響
い
て
く
る
。
ゆ
え
に
、
語
ら
れ
、

あ
る
い
は
読
み
継
が
れ
、
演
劇
や
絵
画
に
ま
で
格
好
の
題
材
を
提
供
し
て
き

た
。
人
々
を
魅
了
す
る
物
語
は
、
後
世
で
あ
る
現
代
に
お
い
て
も
身
近
な
存

在
と
し
て
知
ら
れ
、
と
り
わ
け
『
平
家
物
語
』
は
、
不
動
の
人
気
を
博
す
日

本
を
代
表
す
る
文
学
で
あ
る
。
平
清
盛
を
始
め
と
す
る
人
物
像
と
彼
ら
を
取

り
巻
き
織
り
な
さ
れ
る
悲
喜
こ
も
ご
も
は
、
興
味
深
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
。
中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
、「
白
拍
子
」
の
話
題
で
あ
る
。

白
拍
子
と
は
、
元
は
雅
楽
の
拍
子
の
名
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
は
、
延
年

の
場
で
童
な
ど
に
よ
っ
て
謡
わ
れ
た
素
の
声
に
よ
る
芸
能
自
体
を
指
し
た
。

が
、
平
安
末
期
頃
か
ら
男
装
姿
の
女
性
芸
能
者
が
登
場
し
評
判
と
な
る
や
、

芸
能
を
演
じ
る
者
、
つ
ま
り
人
物
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
芸
能
者
た

ち
は
「
今
様
」
と
い
う
当
世
歌
謡
や
朗
詠
な
ど
を
謡
い
、
ま
た
舞
を
し
た

が
、
宴
席
で
天
皇
や
貴
族
・
武
家
に
侍
り
、
時
に
は
寵
愛
を
受
け
所
領
を

知
行
さ
れ
た
者
も
い
る
程
で
あ
っ
た
た
め
、
室
町
時
代
に
は
、
色
を
売
る

遊
女
と
同
義
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
一
方
で

は
、
そ
の
芸
態
は
曲
舞
や
能
へ
と
受
け
継
が
れ
た
の
で
、
中
世
と
い
う
時

代
を
物
語
る
上
で
重
要
な
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
平

安
か
ら
鎌
倉
期
に
も
て
は
や
さ
れ
る
も
忽
ち
変
容
し
た
中
世
を
代
表
す
る

白
拍
子
の
、隆
盛
期
に
あ
た
る
様
相
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、『
平

家
物
語
』
や
『
義
経
記
』
に
登
場
す
る
名
う
て
の
白
拍
子
た
ち
の
姿
で
あ

る
。悲
恋
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
語
ら
れ
る
彼
女
た
ち
も
ま
た
、注
目
を
浴
び
、

様
々
な
文
芸
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

全
国
各
地
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
白
拍
子
の
名
を
語
る

伝
説
が
数
多
く
点
在
す
る
こ
と
も
、
興
味
深
い
。
一
芸
能
者
が
場
所
や
時

を
超
え
て
伝
え
ら
れ
、
今
な
お
残
っ
て
い
く
と
い
う
事
象
は
一
体
に
、
民

間
の
人
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

白
拍
子
研
究
は
従
来
、次
の
よ
う
な
傾
向
に
大
別
で
き
よ
う
。す
な
わ
ち
、

①
歌
舞
な
ど
の
実
態
や
演
じ
ら
れ
る
場
、
男
装
と
い
う
異
装
性
、
白
拍
子
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芸
の
源
流
や
影
響
関
係
な
ど
、
芸
態
や
実
像
②
聖
俗
性
、
王
権
と
の
関
与

な
ど
の
社
会
的
地
位
③
文
学
・
演
劇
で
の
描
写
や
表
現
な
ど
の
文
芸
性
等

を
追
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
白
拍
子
そ
の
も
の
に
対
す
る
注
意

や
着
眼
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
他
方
、
も
て
は
や
し
て
き
た
人
々
が
ど
の

様
に
受
容
し
て
き
た
か
、
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
享
受
す
る
人
々
の
間
で
醸
成
さ
れ
た
物
語
、

つ
ま
り
伝
承
か
ら
見
出
さ
れ
る
そ
の
存
在
の
役
割
や
意
義
、
取
り
巻
く
諸

相
が
照
ら
す
本
質
も
ま
た
、
白
拍
子
の
実
態
を
解
明
す
る
一
端
を
担
う
と

考
え
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

白
拍
子
説
話
群
の
特
色
を
俯
瞰
す
る
こ
と
は
、
白
拍
子
像
の
側
面
や
特

質
を
鑑
み
る
素
材
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
静
岡
県
磐
田
市
の
白
拍

子
伝
説
の
事
例
か
ら
、
地
元
で
の
享
受
か
ら
窺
え
る
「
白
拍
子
」
像
の
特

性
と
そ
の
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
考
察
し
た
い
。

二　

全
国
の
白
拍
子
伝
説

ま
ず
は
、
全
国
に
点
在
す
る
「
白
拍
子
」
に
関
わ
る
伝
説
を
見
て
い
こ

う
。
そ
の
特
色
は
、二
つ
に
大
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、字
名
な
ど
「
地
名
」

と
し
て
白
拍
子
を
冠
す
る
も
の
。
次
に
、
軍
記
物
語
で
描
か
れ
た
悲
恋
物

語
に
連
綿
す
る
女
性
た
ち
「
人
物
」
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
。〔
表
１
〕

前
者
の
「
白
拍
子
」
地
名
を
有
す
る
伝
説
の
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
や
考
察

は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
共
通
事
項
と
し
て
見
出
せ
る
特
色
に
つ

い
て
の
み
指
摘
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
多
く
水
辺
、
殊
に
川
沿
い
、
低
湿
地

や
谷
に
側
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
い
く
つ
か
は
、
氾
濫
の
経
歴

宮
崎
県

熊
本
県

山
口
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

新
潟
県

宮
崎
市
村
角
町
白
拍
子

山
鹿
市
南
島
字
白
拍
子

球
磨
郡
錦
町
西
字
白
拍
子

長
門
市
三
隅
上
字
白
拍
子

上
野
市
治
田
白
拍
子

東
海
市
加
木
屋
町
白
拍
子

豊
橋
市
石
巻
本
町
白
拍
子

磐
田
市
白
拍
子

大
垣
市
上
石
津
町
上
多
良

字
城
屋
敷
白
拍
子
谷

糸
魚
川
市
大
字
能
生
字
白
拍
子

場　

所

新
府
川
・
農
業
用
水
（
池
）

菊
池
川
氾
濫
原
・
狭
い
地
域

谷 滝 太
田
川
氾
濫
原
・
狭
い
地
域

紙
田
川
・
二
股
地

天
竜
川
氾
濫
原
・
狭
い
地
域

牧
田
川
の
氾
濫

川
の
蛇
行

地　

形

静
御
前

後
醍
醐
天
皇
女
房

落
人
千
手
前

伝
説
人
物

亀
菊

静
御
前

仏
御
前

祇
王

後
鳥
羽
上
皇
の
寵
姫
。
摂
津
国
長
江
・
椋

橋
荘
の
領
家
職
を
与
え
ら
れ
る
。
承
久
の

乱
〈
一
二
二
一
〉
は
、
上
皇
が
両
荘
の
地

頭
職
罷
免
を
鎌
倉
幕
府
に
要
求
す
る
も
、

拒
絶
さ
れ
た
こ
と
が
一
因
と
言
わ
れ
る
。

源
義
経
の
愛
妾
。
母
は
磯
禅
師
（『
徒

然
草
』
二
二
五
段
・
白
拍
子
起
源
説
）。

全
国
四
一
箇
所
に
伝
説
が
存
在
す
る
。

そ
の
特
色
は
、
東
日
本
型
・
西
日
本
型

に
大
別
で
き
る
。

新
参
者
な
が
ら
清
盛
の
寵
愛
を
受
け
る

が
、嵯
峨
野
で
祇
王
た
ち
と
往
生
し
た
。

平
清
盛
の
寵
愛
を
受
け
る
も
、
仏
御
前

の
登
場
で
、
京
都
嵯
峨
野
（
妓
王
寺
）

に
隠
遁
す
る
。

〔
大
阪
府
豊
中
市
〕
椋
橋
庄
・

　
　
　
　
　
　
　

出
世
亀
菊
稲
荷
社

〔
島
根
県
隠
岐
島
〕
亀
菊
墓

〔
茨
城
県
古
河
市
・
埼
玉
県
栗
橋
町
〕
墓

〔
群
馬
県
前
橋
市
〕
供
養
塔

〔
兵
庫
県
尼
崎
市
〕
化
粧
井

〔
香
川
県
高
松
市
〕墓・宝
池（
農
業
用
水
）

そ
の
他

〔
福
井
県
大
野
市
〕
滝

〔
石
川
県
小
松
市
〕
持
仏
・
墓

〔
石
川
県
加
賀
市
〕
正
覚
寺
・
仏
像

〔
滋
賀
県
野
洲
町
〕
義
王
寺
・
妓
王
井
川

（
農
業
用
水
）

〔
兵
庫
県
神
戸
市
〕
真
福
寺

〔
表
1
〕《
地
名
》

《
人
物
》
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が
確
認
さ
れ
る
。
水
に
苦
し
ま
さ
れ
る
地
勢
は
、
裏
を
返
せ
ば
肥
沃
な
地
と

い
え
よ
う
。
か
つ
て
農
業
・
稲
作
を
し
て
い
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
、
中
に

は
農
業
用
水
に
「
白
拍
子
」
の
名
称
が
関
わ
っ
て
い
る
用
例
も
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
「
水
」
と
の
つ
な
が
り
は
、
後
者
の
人
物
に
ま
つ
わ
る
伝
説

に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
固
有
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
事
例
も
あ
る
が
、
具

体
的
な
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
平
清
盛
の
寵
愛
を
受
け
た
祇
王

や
仏
御
前
、
源
義
経
の
愛
妾
・
静
御
前
、
後
鳥
羽
上
皇
の
寵
姫
・
亀
菊
等

で
あ
る
。
殊
に
静
御
前
の
伝
説
は
全
国
四
十
一
カ
所
に
も
上
り
、
静
御
前

説
話
群
と
括
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
地
名
な
い
し
静
以
外
の
白
拍

子
伝
説
は
、
主
に
中
部
・
北
陸
・
近
畿
で
集
中
し
て
お
り
、
形
成
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
白
拍
子
文
化
圏
が
透
か
し
見
え
る
よ
う
で
、
興
味
深
い
。

今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
う
。

さ
ら
に
意
味
深
い
の
は
、
水
辺
に
付
随
す
る
白
拍
子
伝
説
の
い
く
つ
か

は
、
治
水
造
営
に
関
わ
る
点
で
あ
る
。
滋
賀
県
野
洲
町
に
は
、
次
の
よ
う

な
話
が
伝
わ
る
。
当
地
出
身
の
祇
王
は
平
清
盛
に
望
み
を
訊
か
れ
た
折
、

水
飢
饉
に
困
っ
て
い
る
故
郷
の
為
に
用
水
を
願
っ
た
、
と
い
う
。
そ
こ
で

造
ら
れ
た
の
が
、「
義
王
井
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
祇
王
は
人
々
か
ら
偉
大

な
女
性
と
賞
さ
れ
、
水
を
司
る
神
に
重
ね
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

兵
庫
県
神
戸
市
に
目
を
転
じ
る
と
、清
盛
に
よ
る
築
島
造
営
で
犠
牲
に
な
っ

た
民
を
弔
う
た
め
祇
王
が
開
基
し
た
寺
が
、
真
福
寺
と
い
う
。
今
は
廃
寺

と
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
祇
王
祇
女
の
塔
は
、
松
王
丸
人
柱
伝

説
の
伝
わ
る
来
迎
寺
（
通
称
・
築
島
寺
）
へ
移
築
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
治
水
や
鎮
魂
の
要
素
は
祇
王
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
静

御
前
伝
説
に
も
窺
え
る
。
群
馬
県
前
橋
市
の
静
御
前
供
養
塔
に
は
、
利
根
川

で
命
を
落
と
し
た
人
た
ち
を
供
養
す
る
意
味
が
付
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
香

川
県
高
松
市
で
は
、
宝
池
と
い
う
農
業
用
水
を
造
営
す
る
折
、
静
の
墓
を
埋

め
た
と
い
う
古
老
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
実
際
決
壊
し
そ
う
な
場
所
か
ら
他

と
は
異
な
っ
た
石
が
出
て
き
た
と
い
う
話
が
聞
か
れ
た
。
静
御
前
に
寄
せ
た

心
情
に
は
、「
静
（
し
ず
か
）
＝
シ
ヅ
メ
」
の
効
果
を
期
待
す
る
様
子
が
見

え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
実
は
水
を
司
る
特
色
が
窺

え
る
白
拍
子
そ
の
も
の
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

白
拍
子
を
歴
史
的
事
実
に
照
ら
し
て
み
る
と
、王
権
と
結
び
つ
い
た
代
表・

亀
菊
は
、
後
鳥
羽
上
皇
よ
り
椋
橋
庄
（
現
・
大
阪
府
豊
中
市
）
を
所
領
と
し

て
与
え
ら
れ
た
。ア
ル
キ
白
拍
子
と
し
て
廻
国
す
る
者
も
い
た
白
拍
子
だ
が
、

や
は
り
交
通
の
要
衝
と
の
接
点
は
見
過
ご
せ
ず
、
当
地
は
事
実
、
水
上
交
通

の
要
衝
の
地
で
あ
り
、
遊
女
や
白
拍
子
の
集
う
場
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
川
向
こ
う
は
兵
庫
県
尼
崎
市
、
い
わ
ゆ
る
神
崎
の
地
で
あ
る
。「
遊

女
塚
」
と
い
う
入
水
し
た
遊
女
を
記
念
す
る
碑
は
、
現
在
で
も
当
地
の
面
影

を
垣
間
見
せ
る
。
さ
て
、
こ
の
椋
橋
庄
で
あ
る
が
、
狭
く
蛇
行
す
る
猪
名
川

が
度
々
洪
水
を
起
こ
し
た
故
、
穀
倉
地
帯
と
な
っ
た
土
地
で
あ
る
。
亀
菊
所

領
の
機
縁
で
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
と
の
諍
い
が
承
久
の
乱
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
も
な
っ
た
背
景
に
あ
た
る
。
こ
の
肥
沃
を
も
た
ら
す
氾
濫
の
地
で
は
、
自

ず
と
治
水
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
実
際
、
亀
菊
に
あ
や
か
っ
て
造
立
さ
れ

た
出
世
亀
菊
稲
荷
を
弊
社
に
す
る
椋
橋
総
社
に
は
、
用
水
造
営
を
手
が
け
た

行
基
を
助
け
た
と
い
う
鯉
の
伝
説
が
今
な
お
伝
わ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
土
地
の
歴
史
・
風
土
を
基
盤
に
し
、
時
に
は
影
響
さ
れ
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る
伝
説
の
、
白
拍
子
に
関
す
る
そ
れ
ら
は
た
い
て
い
、
権
力
と
の
繋
が
り

と
と
も
に
、
水
辺
に
ま
つ
わ
る
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
伝
説
内
容
は
、
文

芸
作
品
で
の
挿
話
に
沿
い
つ
つ
も
、
地
域
な
ら
で
は
の
展
開
を
み
せ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
利
水
・
治
水
と
の
関
与
が
浮
上
す
る
点
は
、
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
水
を
司
る
存
在
、
あ
る
い
は
聖
水
信
仰
を
根
底
に
擁
す
る
女

性
「
白
拍
子
」
の
役
割
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
如
何
な

る
背
景
が
こ
の
よ
う
な
一
見
芸
能
と
は
関
係
の
な
い
内
容
を
生
み
出
す
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
義
は
、
果
た
し
て
何
で
あ
ろ
う
。

三　

静
岡
県
磐
田
市
の
白
拍
子
（
千
手
前
）
伝
説

白
拍
子
伝
説
の
取
り
巻
く
環
境
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
地

元
民
の
ど
の
よ
う
な
心
情
に
基
づ
い
て
、
伝
説
は
享
受
さ
れ
て
い
る
の
か
。

具
体
的
に
、
静
岡
県
磐
田
市
字
白
拍
子
の
伝
承
か
ら
捉
え
て
い
く
。

当
地
で
白
拍
子
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
千
手
前
」
を
指
す
。
千
手
前
と

は
、
源
平
合
戦
の
最
中
に
南
都
東
大
寺
を
焼
き
払
っ
た
平
重
衡
と
の
由
縁

で
語
ら
れ
る
女
性
で
あ
る
。
罪
に
問
わ
れ
た
重
衡
が
鎌
倉
に
護
送
さ
れ
た

際
、
源
頼
朝
の
配
慮
で
遣
わ
さ
れ
重
衡
を
慰
労
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
時

の
様
子
に
つ
い
て
は
、『
吾
妻
鏡（
１
）』、『
平
家
物
語（
２
）』、『
源
平
盛
衰
記（
３
）』
な
ど

に
詳
し
く
、
ま
た
こ
れ
ら
の
話
を
基
に
謡
曲
『
千
手
』
は
作
ら
れ
た
。

さ
て
、千
手
前
で
あ
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
四
月
廿
日
条
で
は
「
官

女
」、『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
「
街
道
・
宿
場
の
娘
」
と
さ
れ
、

そ
も
そ
も
芸
能
者
と
い
う
明
記
は
な
い
。
が
、
磐
田
で
の
彼
女
は
「
白
拍

子
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
重
衡
を
も
て
な
す
宴
に
て
琴
を
弾
き
、

朗
詠
や
今
様
、
白
拍
子
を
謡
っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
音
曲
に
長
け
た
者

と
見
な
さ
れ
、
連
想
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
史
書
・
文
学
で
は
、

重
衡
を
恋
慕
し
て
亡
く
な
っ
た
、
あ
る
い
は
菩
提
を
弔
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
千
手
前
で
あ
る
が
、
地
元
で
は
、
当
地
を
故
郷
と
し
（
４
）、

あ
る
い
は
重
衡

と
別
れ
た
後
に
、
同
じ
く
平
家
の
公
達
と
の
恋
愛
物
語
を
繰
り
広
げ
た
池

田
宿
の
熊
野
御
前
を
訪
ね
て
磐
田
ま
で
来
た
、
と
の
言
い
伝
え
が
残
る（
５
）。

当
地
は
、
上
代
に
遠
江
国
の
国
府
が
置
か
れ
、
ま
た
東
海
道
の
発
達
で

多
く
の
旅
人
が
往
来
し
た
。
殊
に
天
竜
川
を
渡
る
人
々
に
と
っ
て
池
田
宿

（
現
・
豊
田
町
）
は
、
重
要
な
逗
留
地
で
も
あ
っ
た
（
地
図
１
）。
さ
ら
に
、

池
田
庄
は
京
都
松
尾
神
社
の
寄
進
系
荘
園
に
あ
た
り
、
都
と
の
関
わ
り
が

強
い
。
こ
の
よ
う
な
地
に
女
性
伝
説
が
根
付
く
の
も
、
そ
の
特
性
に
ふ
さ

わ
し
い
環
境
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

千
手
前
伝
説
は
、
中
近
世
に
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
見
附
の
南
西
に
位
置
し

た
遠
江
国
磐
田
郡
白
拍
子
村
・
野
箱
村
・
千
手
堂
村
の
三
カ
所
（
現
・
長
野
地

区
）に
点
在
す
る（
地
図
２
）。
旧・
仿ぼ
う
そ
う僧

川
上
流
域
右
岸
の
沖
積
平
野
一
帯（
海

抜
二
～
二・五
㍍
）
で
あ
る
。
白
拍
子
と
野
箱
は
そ
れ
ぞ
れ
、
千
手
伝
説
に
よ

る
地
名
由
来
が
あ
る
（
６
）。

そ
れ
は
、
千
手
前
が
居
住
し
亡
く
な
っ
た
の
で
、
白
拍

子
村
と
名
付
け
ら
れ
た
（
此
処
か
ら
京
に
上
っ
て
白
拍
子
に
な
っ
た
人
が
い
た
、

と
い
う
別
説
も
あ
る
）。
ま
た
野
箱
は
、
千
手
前
の
持
っ
て
い
た
能
面
を
埋
め

た
こ
と
に
由
来
す
る
、
と
い
う
（
７
）も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
野
箱
に
は
千
手
前
の

墓（
傾
城
塚
）が
あ
り
、墓
印
の
松（
傾
城
松
）が
あ
っ
た
が
、寛
文
年
中〈
一
六
六
一

～
一
六
七
三
〉
に
落
雷
で
焼
失
し
、
今
は
も
う
な
い
。
更
に
、
千
手
は
母
が
千せ
ん

手づ

堂
村
の
千
手
寺
に
あ
る
千
手
観
音
に
祈
願
し
た
の
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
千
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手
寺
に
は
千
手
の
持
仏
が

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

言
い
伝
え
は
近
世
の
地
誌
・

随
筆（
８
）に

も
記
載
さ
れ
て
お

り
、
管
見
の
内
で
も
っ
と

も
旧
い
『
古
老
物
語
』
は

享
保
二
（
一
七
一
七
）
年

著
述
と
い
う
か
ら
、
十
八

世
紀
初
期
に
は
確
認
で
き

る
伝
承
で
あ
る
。

傾
城
塚（
写
真
①
②
）は
、

字
は
野
箱
に
位
置
す
る
が
、

同
時
に
字
・
白
拍
子
と
の

境
に
当
た
る
。
道

路
を
挟
ん
で
流
れ

る
寺
谷
用
水（
９
）が

注

ぐ
田
畑
に
囲
ま
れ

た
場
所
で
（
写
真

③
）、
祠
の
内
に

石
碑
が
立
ち
、
現

在
で
は
位
牌
（
（（
（

も
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
位
牌
は
元
は

写 真 ②

写 真 ①

地 図 1 　明治 22 年『静岡県管内全図・静岡県編』地 図 2
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貞
正
寺
（
（（
（

に
あ
っ
た

が
、
廃
寺
に
な
る

と
と
も
に
祠
内
に

移
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
は
現

在
で
も
、
自
治
会

と
顕
彰
会
が
中
心

と
な
っ
て
千
手
前

の
供
養
祭
（
写
真

④
）
が
行
わ
れ
て

い
る（
（（
（

。
さ
ほ
ど
広

く
は
な
い
傾
城
塚
敷
地
内

に
三
十
名
程
の
関
係
者
が

参
集
す
る
と
、正
眼
院
（
元

真
言
宗
、
現
曹
洞
宗
）
住

職
に
よ
る
読
経
が
始
ま
り

（
写
真
⑤
）、
参
列
者
の
焼

香
を
経
た
後
、
長
野
地
区

小
学
生
女
児
八
名
が
創
作

舞
踊
を
墓
前
で
披
露
す
る
。

和
装
姿
の
女
児
た
ち
は
千

手
前
を
題
材
に
し
た
歌
詞

に
ピ
ア
ノ
を
つ
け
た
曲
に

合
わ
せ
、
扇
を
手
に
可
憐
に
舞
う
（
写
真
⑥
）。

今
で
は
地
元
酒
造
会
社
の
商
品
化
や
観
光
化
・
教
育
的
題
材
と
し
て
千
手

前
は
顕
彰
さ
れ
、
一
環
と
し
て
こ
の
供
養
祭
も
長
野
地
区
全
体
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、五
十
年
ほ
ど
前
は
野
箱
の
住
民
の
み
で
行
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

一
九
六
〇
年
代
に
歴
史
に
関
心
の
強
い
市
長
の
努
力
も
あ
り
、
傾
城
塚
が
整

備
さ
れ
、
市
でPR

に
も
力
を
入
れ
る
と
同
時
に
、
顕
彰
会
も
発
足
さ
れ
た
。

現
在
、男
性
主
体
で
盛
り
立
て
ら
れ
て
い
る
印
象
の
あ
る
千
手
前
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、地
元
女
性
た
ち
に
と
っ
て
は
特
別
な
心
情
が
あ
る
よ
う
で
、

定
期
的
な
掃
除
な
ど
、
心
配
り
と
手
入
れ
が
窺
え
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

こ
の
傾
城
塚
は
祈
願
す
る
と「
お
こ
り
」が
落
ち
る
と
さ
れ（
（（
（

（
図・千
手
前
碑
）、

供
養
祭
に
参
列
し
た
女
性
は
、「
此
処
に
お
参
り
す
る
と
綺
麗
な
女
の
子
が

写 真 ⑥

写 真 ⑤

写 真 ④

写 真 ③
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生
ま
れ
る
」

と
明
治
生
ま

れ
の
姑
か
ら

言
わ
れ
た
、

と
い
う
話
を

し
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

千
手
前
は
地

元
の
女
性
に

と
っ
て
は
美

女
に
繋
が
る
信
仰
対
象
で
も
あ
る
。

さ
て
、
実
際
そ
の
傾
城
塚
の
地
に
立
つ
と
気
に
な
る
の
が
、
農
業
用
水
の

存
在
で
あ
る
。
聞
く
所
に
よ
る
と
、近
世
初
期
に
開
削
さ
れ
た
寺
谷
用
水
は
、

当
地
を
穀
倉
地
帯
へ
導
い
た
と
い
う
。
こ
の
寺
谷
用
水
を
始
め
長
野
地
区
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
天
竜
川
と
の
関
わ
り
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

天
竜
川
（
（（
（

は
「
暴
れ
天
竜
」
と
い
う
異
名
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
度
々
激
し

い
洪
水
を
起
こ
し
て
き
た
川
で
あ
る
。
古
く
長
野
地
区
は
、
草
崎
か
ら
南
方
面
は

海
だ
っ
た
と
い
い
、
ま
た
天
竜
川
の
支
流
が
網
目
状
に
乱
流
し
、
氾
濫
が
起
き

る
度
に
小
高
い
と
こ
ろ
は
島
状
に
残
っ
た
こ
と
は
、
字
名
に
も
名
残
が
窺
え
る
。

本
流
は
元
々
池
田
宿
の
東
を
流
れ
て
い
た
が
、
明
応
七
〈
一
四
九
八
〉
年
の
今

切
大
地
震
で
河
床
が
隆
起
・
陥
没
し
て
地
形
が
変
わ
り
、
流
路
は
変
更
し
、
以

後
川
筋
も
落
ち
着
き
開
拓
が
進
展
し
た
こ
と
が
、
米
の
生
産
高
増
加
に
繋
が
る

こ
と
に
な
っ
た
。
近
世
に
造
営
さ
れ
た
寺
谷
用
水
に
よ
っ
て
長
野
村
も
潤
っ
た

が
、
一
方
で
や
は
り
天
竜
川
が
暴
れ
る
度
に
寺
谷
用
水
は
決
壊
し
、
野
箱
・
白

拍
子
・
千
手
堂
を
始
め
と
す
る
村
々
は
、
普
請
の
必
要
が
生
じ
た（
（（
（

。

現
在
の
寺
谷
用
水
は
、
道
を
挟
ん
だ
場
所
に
深
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
め

さ
れ
た
水
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
十
一
年
生
の
方
が
語
る
と
こ
ろ
で

は
、
傾
城
塚
が
整
備
さ
れ
る
前
、
五
十
年
く
ら
い
前
の
幼
少
の
記
憶
で
は
、

用
水
は
塚
の
横
の
土
手
を
通
り
、
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
た
。
塚
周
辺

は
手
つ
か
ず
の
茂
み
状
態
、
鬱
そ
う
と
し
た
田
畑
の
中
に
石
塔
が
あ
り
、

近
寄
り
が
た
い
雰
囲
気
だ
っ
た
、
と
い
う
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
伺
っ
た
。
野
箱
よ
り
白
拍
子
の
方
が
低
地
で
、

寺
谷
用
水
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
る
と
白
拍
子
側
に
流
れ
て
い
く
が
、
周
囲
よ

り
少
し
小
高
く
な
っ
て
い
る
傾
城
塚
辺
り
だ
け
が
自
ら
顔
を
出
し
て
浮
か

ぶ
島
畑
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
で
は
枯
失
し
た
松
だ
が
、
伝

説
と
と
も
に
人
々
に
と
っ
て
記
憶
さ
れ
う
る
存
在
だ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の

千
手
（
傾
城
）
の
松
に
ま
つ
わ
る
次
の
話
か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

徳
川
家
康
は
よ
く
鷹
狩
り
を
し
た
。
あ
る
時
、
中
泉
御
殿
で
飼
育
さ

れ
て
い
た
鷹
が
い
な
く
な
っ
て
家
来
が
焦
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
千

手
の
松
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
探
し
て
み
る
と
、
そ
の
通
り
、

松
に
止
ま
っ
て
い
た
。

傾
城
松
は
そ
の
存
在
感
か
ら
、
周
辺
の
人
々
に
と
っ
て
は
距
離
・
位
置

を
計
る
大
切
な
目
印
、
目
安
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
こ
そ
、
滲
み
出
る
傾
城

松
焼
失
に
対
す
る
口
惜
し
さ
は
如
何
ば
か
り
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
は
、
文
献

で
重
ね
て
記
述
さ
れ
る
一
文
か
ら
も
読
み
取
れ
よ
う
。

字
境
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
水
際
と
い
う
境
界
に
位
置
す
る
千
手
前
の
墓

図・千手前碑
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（
傾
城
塚
）。
先
に
示
し
た
神
戸
の
祇
王
や
前
橋
の
静
御
前
の
伝
説
事
例
を
鑑

み
て
も
、
こ
の
墓
に
対
す
る
人
々
の
信
仰
に
は
や
は
り
注
意
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
聞
き
取
り
で
は
明
確
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
水
害
に
苦
し
ま
さ
れ
た

人
々
が
千
手
前
に
寄
せ
た
期
待
―
土
地
の
一
切
、
田
畑
も
人
家
も
時
に
は
人

命
さ
え
も
攫さ
ら

っ
て
い
く
荒
ぶ
る
水
を
鎮
め
願
う
心
情
を
込
め
、
そ
の
御
魂
を

慰
霊
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
全
く
無
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
い
。
氾
濫
で

さ
え
も
、ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
傾
城
塚
、そ
し
て
健
全
と
立
つ
傾
城
松
に
、人
々

は
何
ら
か
の
感
情
、特
別
な
感
慨
を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
い
え
ば
、『
遠
淡
海
地
志
（
（（
（

』
の
傾
城
塚
の
項
目
に
突
如
記
さ
れ
た
、「
寺

谷
井
奉
行
の
書
付
」
な
る
存
在
も
、
寺
谷
用
水
の
管
理
と
千
手
前
伝
承
の
間

に
何
ら
か
の
介
在
や
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
仿
僧
川
の
か
け
替
え
が
あ
り
、
ま
た
用
水
も
だ
い

ぶ
整
理
さ
れ
、
一
帯
が
水
害
に
苦
し
む
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。
住
宅
が
増

え
辺
り
の
光
景
も
変
貌
し
た
中
で
、
時
代
に
則
し
伝
説
の
受
容
、
扱
わ
れ
方

も
変
遷
す
る
。
現
在
は
先
に
述
べ
た
通
り
、
千
手
前
と
い
う
存
在
は
文
芸
に

基
づ
く
女
性
、
観
光
や
郷
土
の
歴
史
を
見
つ
め
る
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
か
つ
て
の
地
域
の
歴
史
に
彼
女
の
存
在
を
落
と
し
込
ん
で
み
る
と
、

ま
さ
に
水
際
に
お
い
て
命
が
け
で
生
き
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
龍
川
や
そ
の
水
を
引
く
農
業
用
水
の
恩
恵
と
被
害
の

狭
間
で
せ
め
ぎ
合
う
人
々
の
生
活
や
風
景
か
ら
浮
上
す
る
。

伝
説
は
、
時
に
土
地
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
装
置
と
な
る
。
本
来
の
地

形
が
露
わ
に
な
る
自
然
災
害
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
切
実
に
人
々
の
心

意
や
祈
り
が
際
立
つ
も
の
と
な
る
。
伝
説
を
語
り
伝
え
る
意
義
は
、
取
り

巻
く
環
境
を
歴
史
的
・
風
土
的
に
読
み
解
く
こ
と
で
い
っ
そ
う
意
識
さ
れ

て
こ
よ
う
。
そ
う
自
覚
し
た
時
、
伝
説
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
か
、

と
い
う
問
題
は
そ
こ
で
生
き
る
知
恵
と
し
て
大
き
な
責
務
を
担
っ
て
い
る

こ
と
に
も
ま
た
、
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

お
わ
り
に

白
拍
子
伝
説
と
水
は
、
半
ば
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で
あ
っ
た
。

そ
の
伝
承
の
背
景
に
は
、
治
水
や
利
水
と
い
っ
た
現
実
が
控
え
て
い
た
。

そ
の
先
に
結
び
つ
く
農
の
営
み
、
伝
承
が
醸
成
さ
れ
る
筋
道
に
つ
い
て
、

少
し
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
背
景
に
は
、
白
拍
子
の
本
質
が
関
わ
る
と

推
測
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
白
拍
子
」
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
歴
史
人
物
の
一
人
と
し
て
、
後
白

河
法
皇
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
様
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
そ
の
歌
い
方
や

伝
承
な
ど
を
記
し
た
『
梁
塵
秘
抄
』
を
繙
く
と
、「
口
伝
集
」
巻
第
十
四
に
「
水

白
拍
子
（
（（
（

」
の
文
字
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
沖
本
幸
子
氏
（
（（
（

は
こ
の
一
節
に

つ
い
て
、
荒
ん
だ
風
景
や
心
境
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
「
白
拍
子
芸
」

が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
水
に
関
わ
る
文
言
は
こ
れ
の
み
で
な
く
、

白
拍
子
の
歌
謡
を
記
す
『
延
年
連
事
并
舞
式
』「
白
拍
子
ノ
歌　

金
殿
（
（（
（

」
で

は
水
の
徳
を
称
え
、『
今
様
之
書
』「
十
八　

祝
曲
（
（（
（

」
で
は
水
を
集
め
た
物
尽

く
し
や
「
昆
明
池
の
水
」
と
い
う
詞
章
が
見
ら
れ
る
。「
昆
明
池
の
水
」
と

い
え
ば
、『
五
節
間
郢
曲
事
』「
水
猿
曲　

或
号
二
水
白
拍
子（
（（
（

一
」
に
も
表
れ
、

更
に
そ
こ
に
あ
る
「
し
ん
む
し
ょ
う
の
曲
」
は
、
旱
魃
の
折
に
静
御
前
が
大

雨
を
降
ら
せ
た
雨
乞
い
の
た
め
の
白
拍
子
舞
の
曲
で
も
あ
っ
た（
（（
（

。
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か
ね
て
よ
り
、気
に
な
っ
て
い
た
点
が
あ
る
。『
七
十
一
番
職
人
歌
合
絵
』

「
四
十
八
番
（
（（
（

」
に
あ
る
歌
が
、

　
　

し
ら
ひ
や
う
し

　

所

く
に
ひ
く
水
は　

山
田
の
井
と
の
な
は
し
ろ

と
、
白
拍
子
に
仮
託
さ
れ
る
中
で
水
田
風
景
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
歌
は
『
閑
吟
集
』
や
狂
言
「
鳴
子
」
の
歌
を
引
用
し
た
と
さ

れ
る
が
、
ま
ず
は
白
拍
子
と
田
園
が
結
び
つ
く
所
に
、
何
ら
か
の
根
拠
が

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
連
想
す
る
の
が
、
白
拍
子
が
農
に
向
け
る

関
心
で
あ
る
。
傀
儡
子
の
乙
前
や
白
拍
子
を
は
じ
め
、
芸
能
者
と
の
交
流

を
盛
ん
に
持
っ
た
後
白
河
法
皇
が
田
歌
を
習
う
様
子
が
『
梁
塵
秘
抄
』
の

中
で
描
か
れ
る（
（（
（

。
こ
こ
か
ら
測
り
知
れ
る
の
は
、
当
時
の
芸
能
者
た
ち
が
、

民
の
生
活
光
景
や
世
相
や
流
行
に
対
し
て
も
常
に
敏
感
か
つ
積
極
的
に
興

味
を
抱
き
吸
収
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
者
た
ち
を
通
じ
世

間
の
様
相
や
感
情
を
窺
う
権
力
者
と
い
う
構
図
が
垣
間
見
え
る
。

中
世
か
ら
近
世
の
小
唄
と
の
関
わ
り
で
白
拍
子
の
変
容
を
見
て
い
く
必

要
を
石
黒
吉
次
郎
氏
は
指
摘
し
た（
（（
（

が
、
併
せ
て
、
私
は
農
民
に
享
受
さ
れ

る
過
程
を
捉
え
る
こ
と
も
重
視
し
た
い
。
例
え
ば
、『
田
植
草
紙
』「
朝
歌

二
番
（
（（
（

」
に
は
、

一　

�

鳶

く
ま
い
あ
が
れ　

鼠
焼
い
て
突
き
上
う

　
　
　
　

白
拍
子
殿
こ
そ　

舞
の
手
の
上
手
よ

　
　
一�

手
な
ら
お
う　

金
剛
兵
衛
が
舞
の
手

　
　

ま
い
わ
舞
た
が　

後
の
小
歌
を
わ
す
れ
た

と
白
拍
子
が
登
場
す
る
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
と
、
民
に
白
拍
子
と
い
う
存

在
が
浸
透
す
る
段
階
で
付
さ
れ
る
祈
願
や
期
待
、
呪
術
と
い
う
も
の
が
自
ず

と
浮
上
す
る
。
そ
れ
は
、白
拍
子
の
本
質
を
根
本
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
図
像
で
周
知
さ
れ
る
、
袖
を
翻
し
足
を
踏
ん
で
拍
子
を
と
る
白
拍

子
舞
の
芸
態
の
力
強
さ
を
大
地
に
還
元
し
た
と
き
、
地
に
這
う
悪
霊
を
封
じ

祓
う
様
子
が
連
想
さ
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
良
く
も
悪
く
も
潤
沢
な
水
を
前

に
し
た
と
き
に
は
、
地
を
清
め
新
た
な
息
吹
を
召
喚
す
る
聖
な
る
女
性
と
白

拍
子
を
見
な
し
、
そ
の
呪
力
を
頼
み
と
す
る
―
そ
の
よ
う
な
連
結
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
全
国
各
地
に
点
在
す
る
「
白
拍
子
伝
説
」
が
低
湿
地

や
峡
谷
な
土
地
の
地
名
と
結
び
つ
く
こ
と
、
治
水
・
利
水
な
ど
農
業
と
の
関

連
が
特
徴
と
し
て
見
出
せ
る
点
は
、
そ
の
よ
う
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

折
口
信
夫
は
水
辺
の
女
性
を
考
察
す
る
論
考
「
水
の
女
」
で
、
古
代
女

性
の
聖
性
と
水
辺
で
の
役
割
、
禊
ぎ
を
説
い
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、

そ
の
任
務
は
希
薄
に
は
な
っ
て
も
、
残
存
と
も
い
う
べ
き
形
跡
が
白
拍
子

伝
承
の
様
相
に
照
射
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
水
辺
に
お
け

る
荒
廃
か
ら
の
再
生
、
荒
ぶ
る
水
を
治
め
肥
沃
の
大
地
を
保
証
す
る
女
性

と
し
て
、
現
実
的
な
機
能
、
い
わ
ば
稲
作
の
実
り
を
誘
導
す
る
と
い
う
農

業
生
産
に
向
け
た
発
想
が
「
白
拍
子
」
と
い
う
名
称
を
冠
す
る
こ
と
で
果

た
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
託
す
心
意
が
表
れ
て
い
よ
う
。

今
回
取
り
上
げ
た
の
は
近
世
の
伝
説
で
あ
っ
た
が
、
通
底
す
る
意
識
に

は
古
代
の
残
像
が
浮
上
し
た
。
芸
能
者
、
と
り
わ
け
水
と
強
固
に
繋
が
る

白
拍
子
が
保
持
す
る
呪
力
は
、
中
世
に
お
け
る
社
会
的
立
場
の
み
な
ら
ず
、

近
世
社
会
で
の
在
り
方
に
お
い
て
も
、
実
に
多
角
的
な
姿
を
表
し
て
い
る
。

白
拍
子
は
忽
ち
に
変
容
し
た
、
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
像
か
ら
離
れ
て
も
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な
お
享
受
・
派
生
さ
れ
る
そ
の
多
様
性
こ
そ
が
、
実
は
白
拍
子
の
芯
を
な

す
一
面
で
も
あ
る
、
と
い
え
ま
い
か
。

注（
１
）	『
吾
妻
鏡
』
第
三

	

●�

元
暦
元
年
四
月
廿
日
戊
子
。
雨
降
。
終
日
不
二
休
止
一
。
本
三
位

中
将
依
二
武
衛
御
免
一
有
二
沐
浴
之
儀
一
。
其
後
及
二
秉
燭
之
期
一
。

称
レ
為
レ
慰
二
徒
然
一
。
被
レ
遣
二
藤
判
官
代
邦
通
。
工
藤
一
﨟
祐
経
。

并
官
女
一
人
号
二
千
手
前
一

。
等
於
羽
林
之
方
一
。
剰
被
レ
副
二―
送
竹

葉
上
林
已
下
一
。
羽
林
殊
喜
悦
。
遊
興
移
レ
剋
。
祐
経
打
レ
鼓
歌
二

今
様
一
。
女
房
弾
二
琵
琶
一
。
羽
林
和
二
横
笛
一
。
先
吹
二
五
常
楽
一
。

為
二
下
官
一
。以
レ
之
可
レ
為
二
後
生
楽
一
由
称
レ
之
。次
吹
二
皇
望
急
一
。

謂
二
往
生
急
一
。
几
於
レ
事
莫
レ
不
レ
催
レ
興
。
及
二
夜
半
一
。
女
房
欲

レ
帰
。羽
林
暫
抑
二―
留
之
一
。与
レ
盃
及
二
朗
詠
一
。燭
暗
数
行
虞
氏
涙
。

夜
深
四
面
楚
歌
声
云
々
。
其
後
各
帰
二―
参
御
前
一
。（
後
略
）

	

●�

文
治
四
年
四
月
廿
二
日
戊
子
。
入
レ
夜
。
御
台
所
御
方
女
房
号
二
千

手
前
一

。於
二
御
前
一
絶
入
。則
蘇
生
。日
来
無
二
指
病
一
云
々
。及
レ
暁
。

依
レ
仰
出
二
里
亭
一
云
々
。

	

●�

文
治
四
年
四
月
廿
五
日
辛
卯
。
今
暁
千
手
前
卒
去
。
年
廿
四
。
其

性
大
穏
便
。
人
々
所
レ
惜
也
。
前
故
三
位
中
将
重
衡
参
向
之
時
。

不
慮
相
馴
。
彼
上
洛
之
後
。
恋
慕
之
思
朝
夕
不
レ
休
。
憶
念
之
所

レ
積
。
若
為
二
発
病
之
因
一
歟
之
由
。
人
疑
レ
之
云
々
。

	

　
　

�『
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
普
及
版
）
吾
妻
鏡
第
一
』
黒
板
勝
美

編　

吉
川
弘
文
館　

一
九
六
八

（
２
）	『
平
家
物
語
』
巻
十
「
千
手
前
」

	

　
（
前
略
）
よ
は
ひ
廿
ば
か
り
な
る
女
房
の
、色
し
ろ
う
き
よ
げ
に
て
、

ま
こ
と
に
ゆ
う
に
う
つ
く
し
き
が
、
め
ゆ
い
の
か
た
び
ら
に
そ
め
つ

け
の
ゆ
ま
き
し
て
、
ゆ
ど
の
の
と
を
お
し
あ
け
て
ま
い
り
た
り
。（
中

略
）
三
位
中
将
守
護
の
武
士
に
の
給
ひ
け
る
は
、「
さ
て
も
只
今
の
女

房
は
、
ゆ
う
な
り
つ
る
も
の
か
な
。
名
を
ば
何
と
い
ふ
や
ら
ん
」
と

と
は
れ
け
れ
ば
、「
あ
れ
は
手
ご
し
の
長
者
が
む
す
め
で
候
を
、
み
め

か
た
ち
心
ざ
ま
、
ゆ
う
に
わ
り
な
き
も
の
で
候
と
て
、
こ
の
二
三
ね

ん
め
し
つ
か
は
れ
候
が
、
名
を
ば
千
手
の
前
と
申
候
」
と
ぞ
申
け
る
。

	

　

そ
の
夕
雨
す
こ
し
ふ
て
、
よ
ろ
づ
物
さ
び
し
か
り
け
る
に
、
件
の

女
房
、
琵
琶
・
琴
も
た
せ
て
ま
い
り
た
り
。（
中
略
）
千
手
酌
を
さ

し
お
い
て
、「
羅
綺
の
重
衣
た
る
、
情
な
い
事
を
奇
婦
に
妬
」
と
い

ふ
朗
詠
を
一
両
反
し
た
り
け
れ
ば
、
三
位
中
将
の
給
ひ
け
る
は
、「
こ

の
朗
詠
せ
ん
人
を
ば
、
此
生
で
は
す
て
ら
れ
給
ひ
ぬ
。
助
音
し
て
も

な
に
か
せ
ん
。
罪
障
か
ろ
み
ぬ
べ
き
事
な
ら
ば
し
た
が
ふ
べ
し
」
と

の
給
ひ
け
れ
ば
、千
手
前（
中
略
）又「
一
樹
の
か
げ
に
や
ど
り
あ
ひ
、

お
な
じ
な
が
れ
を
む
す
ぶ
も
、
み
な
こ
れ
先
世
の
契
」
と
い
ふ
白
拍

子
を
、
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
く
か
ぞ
へ
す
ま
し
た
り
け
れ
ば
、
中
将

も「
燈
闇
し
て
は
、数
行
虞
氏
の
涙
」と
い
ふ
朗
詠
を
ぞ
せ
ら
れ
け
る
。

（
中
略
）
千
手
前
は
な
か

く
に
物
思
ひ
の
た
ね
と
や
な
り
に
け
ん
。

さ
れ
ば
中
将
南
都
へ
わ
た
さ
れ
て
、
き
ら
れ
給
ひ
ぬ
と
き
こ
え
し
か

ば
、
や
が
て
さ
ま
を
か
へ
、
こ
き
墨
染
に
や
つ
れ
は
て
、
信
濃
国
善

光
寺
に
お
こ
な
ひ
す
ま
し
て
、
彼
後
世
菩
提
を
と
ぶ
ら
ひ
、
わ
が
身

も
往
生
の
素
懐
を
と
げ
け
る
と
ぞ
き
こ
え
し
。
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�『
日
本
古
典
文
学
大
系
三
三　

平
家
物
語
下
』
高
木
市
之
助
・
小
澤

正
夫
・
渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
校
注　

岩
波
書
店　

一
九
六
〇

（
３
）	『
源
平
盛
衰
記
』
巻
三
十
九
「
重
衡
酒
宴　

附
千
手
伊
王
の
事
」

	
　
（
中
略
）
中
将
人
を
召
し
て
、「
夜
部
の
女
は
如
何
な
る
モ
ノ
ぞ
」
と

尋
ね
給
ひ
け
れ
ば
、「
白
川
宿
の
長
者
の
娘
千
手
前
と
て
、
今
年
二
十

に
罷
成
る
、
当
時
は
鎌
倉
殿
の
き
り
人
に
て
、
御
気
色
よ
き
女
房
也
」

と
ぞ
申
し
け
る
。（
中
略
）
千
手
は
榊
葉
と
云
ふ
美
女
を
具
し
、
伊
王

は
結
四
手
と
云
ふ
美
女
を
共
に
て
、
今
年
の
卯
月
の
一
日
よ
り
明
る

年
の
六
月
上
旬
迄
、
打
替
り

く
参
り
つ
ゝ
、
御
宮
仕
ぞ
申
し
け
る
。

猝
中
将
南
都
に
渡
さ
れ
て
斬
ら
れ
給
ひ
に
し
か
ば
、
二
人
の
者
共
さ

し
つ
ど
ひ
て
、
臥
沈
み
て
ぞ
歎
き
け
る
。（
中
略
）
二
人
相
共
に
佐
殿

に
参
り
て
、「
故
三
位
中
将
と
の
に
去
年
よ
り
相
馴
れ
奉
り
、
其
面
影

忘
れ
奉
ら
ず
、
後
世
を
助
く
べ
き
者
な
し
と
歎
き
仰
せ
候
ひ
き
、
見

参
に
入
り
侍
り
け
る
も
然
る
べ
き
事
に
こ
そ
候
ふ
な
れ
ば
、
暇
を
給

り
様
を
替
へ
て
、
菩
提
を
助
け
奉
ら
ん
」
と
申
し
け
れ
ど
も
、
其
赦

し
な
け
れ
ば
、
尼
に
は
な
ら
ざ
り
け
れ
共
、
戒
を
持
ち
念
仏
唱
へ
て
、

常
は
弔
ひ
奉
り
け
り
。
中
将
第
三
年
の
遠
忌
に
当
り
け
る
に
は
、
強

ひ
て
暇
を
申
し
つ
ゝ
、
千
手
二
十
三
、
伊
王
二
十
二
、
緑
の
髪
を
落
し
、

墨
の
衣
に
裁
替
へ
て
、
一
所
に
庵
室
を
結
び
、
九
品
に
往
生
を
祈
り

け
り
。
中
将
は
狩
野
介
に
具
せ
ら
れ
て
、
且
く
伊
豆
に
お
は
し
け
り
。

	

　
『
校
注
国
文
叢
書
八　

源
平
盛
衰
記
下
』
池
辺
義
家
編　

博
文
館

　

一
九
一
四

（
４
）	『
古
老
物
語
』
七
十
七
「
豊
田
郡
池
田
庄
野
箱
村
千
寿
」

	

　

�

豊
田
郡
池
田
庄
野
箱
村
白
拍
子
千
寿
前
有
廟
所
千
寿
前
駿
州
手
越

長
娘
也
其
母
久
無
子
遠
江
千
手
観
音
祈
而
儲
子
也
千
手
名
平
重

衡
刑
戮
後
尼
成
当
国
蟄
居
故
其
処
呼
白
拍
子
所
葬
墓
印
松
植
世

人
傾
城
松
云
四
百
年
後
寛
文
年
中
為
雷
火
枯
也
其
跡
有
石
塔

	

と
、
本
書
で
は
謡
曲
の
影
響
か
、
千
手
前
を
「
駿
州
手
越
の
長
者
の

娘
」
と
述
べ
る
。

	

　
『
古
老
物
語
注
釈
』
山
下
熈
庵
著　

喜
多
川
貞
男
編
刊　

二
〇
〇
五

（
５
）	

一
説
に
、
熊
野
御
前
の
侍
女
・
朝
顔
は
、
千
手
前
と
熊
野
御
前
の
間

で
連
絡
を
取
り
持
っ
た
と
い
う
。『
遠
江
国
風
土
記
伝
』
巻
第
七
の

前
野
項
に
は
、

	

●�

阿
佐
賀
保
塚
、
昔
処
女
阿
佐
賀
保
、（
湯
谷
之
女
侍
従
同
時
）
死

葬
于
茲
田
中
古
墳
存
焉
、
其
田
字
ハ
云
阿
佐
賀
保

	

と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
熊
野
御
前
所
縁
の
池
田
宿
・
行
興
寺
は
「
時

宗
」
の
寺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
当
地
で
は
他
に
、
平
清
盛
建
立
と

さ
れ
る
寺
が
点
在
す
る
が
、
平
家
に
関
わ
る
一
連
の
女
性
伝
説
の
伝

播
・
管
理
者
に
関
し
て
、
熊
野
信
仰
や
時
宗
と
い
っ
た
遊
行
の
宗
教

者
の
動
向
が
や
は
り
注
目
さ
れ
る
。

（
６
）	『
遠
江
国
風
土
記
伝
』
巻
第
七

	

○
野
箱　

高
百
卅
九
石
三
斗
三
升
五
合

	
　

●
貞
正
寺　

曹
洞
宗
小
嶋
村
正
眼
院
末
、
平
僧
住

	
　

●
千
手
女
之
塚
、
曰
傾
城
塚
、
有
傾
城
松

	
○
千
手
堂　

高
五
百
五
石
五
斗
六
升

	

　

●�
千
手
寺
観
音
堂
、
朱
符
之
寺
田
高
貳
石
、
山
下
熈
庵
遺
書
曰

千
手
寺
観
音
者
、
白
拍
子
千
手
女
ノ
持
仏
也
、
重
衡
死
罪
後
、
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千
手
女
為
尼
、
来
住
于
遠
江
、
謂
二
其
住
所
一
曰
二
白
拍
子
村
一
、

死
後
葬
埋
、
号
傾
城
塚
於
其
所
植
松
名
傾
城
松

	
　

●�

東
鑑
巻
八
文
治
四
年
廿
五
日
、
千
手
前
卒
去
年
廿
四　

○
猿
楽

謡
物
曰
手
越
長
之
女
ト
イ
ヘ
リ

	

○
白
拍
子　

高
百
廿
石
五
升
三
合

	

　

●�

正
光
寺
、
曹
洞
宗
岡
村
聖
寿
寺
末
、
平
僧
住

	

　
　
　

古
老
曰
昔
処
女
状
況
、
為
白
拍
子
之
歌
舞
、
故
負
名

	

　
　
　

�

熈
庵
曰
昔
重
衡
死
後
白
拍
子
千
手
女
住
于
是
処
、
故
曰
白
拍

子
村
為
尼
而
死
、
葬
埋
野
箱
、
傾
城
塚
傾
城
松
是
其
遺
跡
也

（
注
千
手
堂
村
野
箱
村
）

	

　
『
遠
江
国
風
土
記
伝
』
内
山
真
竜
著　

谷
島
屋
書
店
刊　

一
九
〇
〇

（
７
）	『
見
付
次
第
』
第
一
巻

	

千
手
堂
の
村
名
旧
は
法
楽
と
い
ひ
し
と
、
野
筥
の
地
能
の
面
を
埋
し

地
に
て
千
寿
の
も
て
る
も
の
な
（
り
）
と
村
民
申
居
り
。

	

　

�『
見
付
次
第
』
山
中
共
古
著
（
明
治
四
五
年
柳
田
國
男
書
写
、
昭

和
十
一
年
中
道
朔
爾
借
写
）

（
８
）	『
古
老
物
語
』〈
享
保
二
年
序
〉
山
下
熈
庵
著
、『
遠
江
国
風
土
記
伝
』

〈
寛
政
元
年
〉
内
山
真
竜
編
、『
遠
江
古
迹
図
会
』「
千
手
ノ
前
碑
」〈
享

和
三
年
〉藤
長
庚
著
、『
遠
淡
海
地
志
』〈
天
保
五
年
〉山
中
豊
平
著
、『
見

付
次
第
』
第
一
巻
〈
明
治
三
十
八
年
～
四
十
年
の
見
聞
録
〉
山
中
共

古
著
。

（
９
）	

天
龍
川
下
流
左
岸
へ
と
南
流
す
る
農
業
用
水
。
徳
川
家
康
は
遠
江
を

掌
握
す
る
と
新
田
開
発
を
推
進
、
天
正
十
六
〈
一
五
八
八
〉、
命
じ

ら
れ
た
伊
奈
忠
次
（
徳
川
家
康
代
官
頭
）
は
土
豪
平
野
重
定
の
協
力

を
得
て
天
龍
川
の
一
支
流
を
開
削
。
周
辺
七
三
村
の
灌
漑
用
水
が
整

備
さ
れ
、土
地
の
生
産
性
は
向
上
し
た
。
寺
谷
地
内
に
大
圦
（
枠
堰
）

を
設
け
天
龍
川
の
水
を
引
き
入
れ
、
遠
州
灘
沿
岸
の
浜
辺
村
ま
で
三

里
余
の
大
井
堀
を
掘
る
。
井
組
は
村
名
単
位
で
七
五
ヶ
村
、
一
千
石

を
一
組
と
し
て
十
四
組
構
成
。

（
10
）	『
見
付
次
第
』
第
一
巻

	

○
見
付
よ
り
一
里
余
、
中
泉
よ
り
西
南
に
当
り
、
白
拍
子
千
寿
の
墓

あ
り
と
い
へ
ば
見
に
行
た
り
、
野
筥
村
と
い
へ
る
小
村
あ
り
、
此
村

に
千
手
堂
と
い
へ
る
千
寿
の
守
り
仏
を
本
尊
に
せ
し
と
い
ふ
堂
あ

り
、
近
年
の
建
築
河
口
も
古
き
も
の
を
不
見
、
火
災
に
逢
い
し
と
の

事
、
墓
地
に
は
元
禄
の
年
号
刻
し
あ
る
墓
地
あ
る
の
み
、
此
所
よ
り

五
六
丁
畑
中
に
千
寿
の
石
碑
と
い
ふ
あ
り
、
拓
き
見
た
れ
ど
不
明
な

れ
ど
、
寛
文
十
二
年
に
建
た
る
こ
と
読
得
ら
る
、
高
五
尺
程
左
図
の

如
き
四
角
の
塔
な
り
、
正
面
に
仆成
松
樹
尋
信
女
と
あ
り
て
、
下
に
九

行
二
十
字
詰
の
文
字
刻
し
あ
れ
ど
、
磨
滅
読
兼
候
の
み
、
此
地
に
千

寿
松
と
い
ふ
あ
り
し
跡
に
此
塔
を
立
し
文
意
な
る
を
判
し
よ
み
得
た

り
、
小
寺
あ
り
、
貞
正
寺
と
い
ふ
、
無
住
位
牌
に
は

	

　

帰
真
城
松
樹
尋
信
女　

霊
位

	

と
あ
り
、
此
地
国
の
拾
六
番
の
札
所
と
見
へ
、
掛
り
た
る
額
に
御
詠

歌
記
る
し
あ
り
、

	

　

来
て
見
れ
ば
こ
ゝ
そ
千
寿
の
庭
の
松
幾
世
か
わ
ら
む
法
の
色
か
な

	

と
あ
り
、
こ
の
歌
に
よ
れ
ば
千
寿
の
庭
の
松
と
云
ひ
伝
へ
し
松
あ
り

し
地
と
見
ゆ
れ
ば
、
千
寿
の
墓
と
い
へ
る
は
誤
り
な
り
、（
後
略
）
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（
11
）	

正
眼
院
塔
頭
。
廃
寺
後
の
昭
和
五
十
五
年
、
敷
地
に
は
公
民
館
が
建

つ
。

（
12
）	
命
日
は
四
月
二
十
五
日
と
さ
れ
、
そ
の
日
に
は
野
箱
十
五
・
六
軒
の

う
ち
一
家
か
ら
一
人
、
主
に
お
ば
あ
さ
ん
が
貞
正
寺
に
集
ま
り
、
念

仏
や
御
詠
歌
を
唱
え
供
養
し
た
と
い
う
。
現
在
で
は
期
日
に
近
い
休

日
に
実
施
す
る
。
平
成
二
十
三
年
は
四
月
二
十
九
日
。

（
13
）	『
遠
江
古
迹
図
会
』
二
「
千
手
ノ
前
碑
」

	

一　

中
泉
の
南
在
、
一
里
隔
て
て
野
筥
村
有
り
。
こ
の
処
に
往
古
、

平
重
衡
の
寵
愛
せ
し
千
手
の
石
碑
有
り
。
こ
の
向
ひ
の
村
を
白
拍
子

村
と
云
ふ
。
こ
の
千
手
、
白
拍
子
な
れ
ば
号
け
た
り
し
な
り
。
ま
た

近
辺
千
手
堂
と
て
、
千
手
観
音
を
安
置
せ
し
堂
有
り
。
千
手
観
音
の

申
し
子
な
れ
ば
千
手
と
名
付
け
し
と
な
り
。
墓
の
前
、
傾
城
松
と
云

ひ
て
松
の
大
木
有
り
し
が
、
四
十
年
以
前
枯
れ
た
る
と
な
り
。
石
塔

も
昔
の
石
塔
は
な
く
、
今
の
碑
は
寛
文
年
中
再
建
す
。
こ
の
碑
、
畑

の
中
に
小
松
の
林
有
り
て
そ
の
中
に
有
り
。
外
に
石
塔
多
く
有
り
。

人
を
知
れ
ず
。
所
の
者
名
付
け
て
傾
城
様
と
云
ひ
、
瘧
の
立
願
懸
く

る
、
果
し
て
落
ち
る
と
云
ふ
。
竹
の
切
掛
を
献
ず
る
。
墓
の
右
の
方

に
小
宮
有
り
。
こ
の
宮
の
中
に
か
く
の
ご
と
き
物
有
り
。
先
年
の
石

塔
の
宝
珠
な
る
由
。
そ
の
石
塔
、洪
水
の
節
流
れ
た
る
由
云
ひ
伝
ふ
。

所
の
者
に
尋
ね
た
れ
ど
も
知
ら
ず
。
石
塔
左
の
方
に
、
寛
文
十
二
壬

子
と
ば
か
り
見
ゆ
る
。
碑
の
裏
に
「
仏
身
法
身
猶
二
如
虚
空
一
」
と

云
ふ
字
有
り
。
表
に
戒
名
「
仆戈
松
樹
傾
信
女
」
と
云
ふ
字
有
り
。
こ

の
仆仆戈
の
字
、
城
の
字
の
古
字
と
思
は
る
。
按
ず
る
に
、
傾
城
松
枯
れ

て
傾
き
た
れ
ば
、
傾
城
松
樹
の
四
字
を
交
へ
て
新
戒
名
名
付
け
た
る

物
な
ら
ん
と
見
ゆ
。
所
の
者
云
ふ
、
こ
の
大
木
の
松
を
売
り
て
、
そ

の
金
に
て
石
碑
再
建
す
と
も
云
ふ
。『
東
鑑
』
に
曰
く
、
千
手
、
文

治
四
年
四
月
廿
五
日
二
十
四
歳
に
し
て
卒
と
有
り
。
謡
本
に
は
、
駿

河
国
手
越
の
長
の
娘
と
云
ふ
。
遠
州
の
産
な
る
事
な
し
。
何
に
し
て

も
こ
の
古
跡
は
疑
は
し
き
物
な
り
。
た
だ
俗
説
の
み
に
し
て
始
終
連

続
せ
ざ
る
事
ど
も
、
取
る
に
足
ら
ず
。

	

　

�『
日
本
名
所
風
俗
図
会
五　

東
山
・
東
海
の
巻
』
角
川
書
店　

鈴

木
棠
三
編　

一
九
八
三

（
14
）	

天
龍
川
：
長
野
県
諏
訪
湖
を
源
に
、長
野
・
愛
知
・
静
岡
三
県
を
流
れ
、

遠
州
灘
に
注
ぐ
。
流
路
は
何
度
か
変
遷
し
、
伴
っ
て
東
海
道
の
交
通

路
も
変
転
し
た
。
下
流
一
帯
を
占
め
た
池
田
荘
（
京
都
・
松
尾
神
社

領
荘
園
）
は
初
め
天
龍
川
を
東
限
と
し
た
。
長
野
地
区
は
天
龍
川
の

支
流
が
網
の
目
に
乱
流
し
洲
や
島
が
点
在
す
る
地
域
に
あ
た
る
。
明

応
七
年
の
今
切
大
地
震
で
河
道
が
落
ち
着
き
（
本
流
が
池
田
宿
の
東

か
ら
西
側
へ
移
動
）、
以
後
開
拓
も
進
展
し
た
。

（
15
）	

臨
時
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候　

�

大
井
通
之
内
、
切
所
、
地
付
野
箱
ニ

而
築
不
申
候
ニ
付
、
御
願

	

一　

寺
谷
用
水
、
大
井
通
之
内
、
北
条
安
房
守
様
御
知
行
所
、
豊
田

郡
野
箱
村
地
内
、囲
堤
并
井
土
手
共
、去
酉
年
中
、天
竜
川
満
水
之
節
、

押
切
申
候
処
、
右
村
方

御
願
申
上
、
今
般
、
囲
堤
ハ
国
役
御
普

請
、
被
仰
付
候
由
ニ
而
、
此
節
、
皆
出
来
ニ
相
見
へ
申
候
得
共
、
井

土
手
御
普
請
、
無
御
座
候
ニ
付
、
用
水
差
支
ニ
相
成
候
間
、
先
規
之
通
、

井
土
手
普
請
、
早
々
取
懸
致
呉
候
様
、
右
村
方
江
申
談
候
処
、（
中
略
）

以
上
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	�


寺
谷
井
組
惣
代
物
頭　
　

	
　
　

寛
政
二
年
戌
三
月

	

東
平
松
村　
　

万
太
郎

	

小
島
村　
　

長
左
衛
門

	

上
岡
田
村　

利
左
衛
門

	

　
　
　

中
泉
御
役
所

	

　

�『
磐
田
市
資
料
叢
書
一　

自
然
災
害
資
料
』
磐
田
市
教
育
委
員
会

編
・
刊　

一
九
九
七

（
16
）	

野
箱
村　
（
中
略
）

	

一　

傾
城
松　

俗
伝
ニ
、
千
手
前
墓
ト
モ
。

	

　
　
　

石
塔
有
り
。
傾
城
松
傾
信
女　
六
尺
余
有
ル
也
。

	

　
　
（
中
略
）�

重
衡
刑
戮
後
、
遠
江
池
田
庄
ニ
蟄
居
ス
。
其
所
ヲ
人

白
拍
子
村
ト
云
。
死
葬
所
ヲ
野
箱
村
ト
云
、
傾
城
松
ト

云
。
四
百
有
余
年
ノ
後
、
寛
文
年
中
雷
火
ニ
而
焼
。　

　
　

助
右
衛
門

	

　
　
　

�

先
年
寺
谷
井
奉
行
ニ
テ
、
伊
奈
備
前
守
諸
書
付
有
テ
勤
ル
所

焼
失
イ
タ
シ
、
当
時
中
泉
御
代
官
御
預
ト
成
ル
。
堀
ハ
ゞ
落

棹
弐
間
壱
尺
五
寸
也
。

	

　

�『
遠
淡
海
地
志
』
山
中
豊
平
著　

山
中
真
喜
夫
編
・
刊　

長
田
文

化
堂
刷　

一
九
九
一

（
17
）	

仁
安
元
年
十
一
月
（
中
略
）、
今
様
の
會
搆
式
な
ど
に
も
、
人
の
あ

つ
ま
り
た
る
を
ゑ
ら
み
て
召
よ
せ
に
俄
に
唱
な
ど
し
て
會
搆
中
ば
に

し
て
た
え
ぬ
。
の
こ
り
の
人
た
ゞ
ひ
と
な
き
家
に
す
む
ご
と
く
、
乱

舞
に
し
て
水
白
拍
子
唱
て
か
へ
り
ぬ
。（
後
略
）

	

　

�『
岩
波
文
庫　

新
訂
梁
塵
秘
抄
』
佐
々
木
信
綱
校
訂　

岩
波
書
店

　

一
九
四
一
改
版

（
18
）	「
白
拍
子
・
乱
拍
子
の
声
―
歌
声
の
脱
雅
楽
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日

本
文
学
』
五
三
―
七

（
19
）	

姑
射
山
ノ
裏
ニ
ハ
嵐
万
歳
ノ
名
ヲ
呼
バ
セ
、
南
陽
ノ
軒
ノ
ホ
ト
リ
ニ

ハ
、
水
千
年
ノ
徳
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
、
七
ツ
徳
ヲ
ホ
メ
ケ
ル
ハ
、
白
雲
黄

竹
ノ
歌
ノ
コ
ヘ
。

	

　
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書　

文
芸
部
』
東
方
書
院　

一
九
二
八

（
20
）	

嘉
辰
令
月
之
春
之
霞
、
何
重
カ
空
ニ
タ
チ
ヌ
ラ
ン
、
万
歳
千
秋
之
秋

之
風
、
ナ
ヒ
カ
ヌ
草
木
ソ
ナ
カ
リ
ケ
ル
、

	

凡
吾
キ
ミ
ノ
徳
ヲ
ヲ
モ
ヱ
ハ
、
太
宗
之
政
代
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ス
、

	

無
民
之
メ
ク
ミ
ヲ
尋
ヌ
レ
ハ
、
唐
堯
之
明
時
ニ
相
同
、
夜
之
雨
ヒ
ソ

カ
ニ
ウ
ル
ヲ
セ
ハ
、
四
方
ノ
梢
ニ
華
開
キ
、
暁
之
風
ユ
ル
ク
フ
ケ
ハ
、

枝
ヲ
ナ
ラ
サ
ゝ
リ
ケ
リ
、
誠
ニ
メ
テ
タ
カ
リ
ケ
ル
、
今
之
御
代
哉
ヤ

レ

く

	

サ
レ
ハ
昆
明
池
ノ
ハ
ル
水
、
恩
波
ニ
モ
ル
ノ
民
モ
ナ
ク
、

	

コ
ヤ
サ
ン
ノ
秋
ノ
月
、
光
ヲ
仰
カ
ヌ
人
ソ
ナ
キ
、
上
ニ
明
王
マ
ス
ト

キ
ハ
、
下
ニ
徳
ヲ
ソ
ウ
タ
ウ
ナ
ル
、
子
日
ノ
野
ヘ
ニ
引
松
モ
、
マ
タ

フ
タ
ハ
ナ
ル
ミ
ト
リ
ヨ
リ
、
ミ
キ
ハ
ニ
ナ
ル
ゝ
鶴
ノ
子
ノ
、
ソ
タ
ゝ

ン
ス
ヱ
ニ
イ
タ
ル
マ
テ
、
ツ
キ
セ
ヌ
千
代
ノ
ケ
シ
キ
哉
ヤ
レ

く

	
　

�『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
二　

田
楽
・
猿
楽
』
芸
能
史
研
究

会　

三
一
書
房　

一
九
七
四

（
21
）	

水
の
す
ぐ
れ
て
お
ぼ
ゆ
る
は　

西
天
竺
の
白
鷺
池　

し
む
し
や
う
許

由
に
す
み
わ
た
る　

昆
明
池
の
水
の
色　

行
末
久
し
く
す
む
と
か
や
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賢
人
の
釣
を
垂
し
は　

厳
陵
瀬
の
河
の
み
づ　

月
影
な
が
ら
も
る

な
る
は　

山
田
の
か
け
ひ
の
み
づ
と
か
や　

蘆
の
下
葉
を
と
づ
る
は

　

み
し
ま
入
江
の
こ
ほ
り
水　

春
立
空
の
若
水
は　

く
む
と
も
く
む

と
も　

つ
き
も
せ
じ　

つ
き
も
せ
じ

	

　

�『
群
書
類
従　

公
事
部
』
塙
保
己
一
編　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
〇

（
22
）	『
義
経
記
』
巻
第
六
「
静
若
宮
八
幡
宮
へ
参
詣
の
事
」

	

　
（
前
略
）
神
泉
苑
の
池
に
て
（
中
略
）
静
が
舞
ひ
た
り
け
る
に
し

ん
む
じ
や
う
の
曲
と
云
（
ふ
）
白
拍
子
を
半
ら
ば
か
り
舞
ひ
た
り
し

に
（
中
略
）
八
大
龍
王
鳴
り
渡
り
て
、
稲
妻
ひ
か
め
き
し
に
、
諸
人

目
を
驚
か
し
、
三
日
の
洪
水
を
出
し
（
後
略
）」

	

『
日
本
古
典
文
学
大
系
三
七　

義
経
記
』
岡
見
正
雄
校
注　

岩
波
書

店　

一
九
五
九

（
23
）	『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
二
八
』
森
暢　

角
川
書
店　

一
九
七
九

（
24
）	『
梁
塵
秘
抄
』「
口
伝
集
」
巻
第
十

	

　

保
元
二
年
の
年
、
お
と
ま
へ
が
歌
を
、
年
頃
い
か
で
聞
か
む
と
思

ひ
し
物
語
を
し
出
た
り
し
に
、（
中
略
）
正
月
十
日
余
り
ば
か
り
に

参
り
た
り
き
。（
中
略
）
う
た
の
談
義
あ
り
て
、（
中
略
）
足
柄
よ
り

は
じ
め
て
、大
曲
様
、旧
古
柳
、今
様
、物
様
、田
歌
等
に
至
る
ま
で
、

未
だ
し
ら
ぬ
を
ば
習
ひ
、
も
と
歌
ひ
た
る
歌
ふ
し
た
が
ふ
を
、
一
筋

に
改
め
習
ひ
し
程
に
、
是
彼
や
様
々
も
し
り
に
き
。（
後
略
）

（
25
）	「
白
拍
子
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
」『
専
修
国
文
』
五
五　

一
九
九
四

（
26
）	『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
六
二　

田
植
草
紙
・
山
家
鳥
虫
歌
・
鄙
廼

一
曲
・
琉
歌
百
控
』　

岩
波
書
店　

一
九
九
七

参
考
文
献

・『
磐
田
市
誌
上
・
下
』
磐
田
市
誌
編
さ
ん
執
筆
委
員
会　

臨
川
書
店　

一
九
八
七
復
刻

・『
磐
田
市
誌
シ
リ
ー
ズ
第
八　

磐
田
の
新
田
開
発
』
磐
田
市
編
・
刊　

一
九
八
七

・『
磐
田
市
誌
シ
リ
ー
ズ
第
十　

天
龍
川
流
域
の
暮
ら
し
と
文
化　

上
・
下
』

磐
田
市
編
・
刊　

一
九
八
七
・
八
九

・『
磐
田
市
史　

通
史
編
上
・
中
』
磐
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

磐
田
市

刊　

一
九
九
四
・
九
一

・『
豊
田
町
誌　

別
Ⅱ　

民
俗
文
化
史
』
豊
田
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編　

豊

田
市
刊　

二
〇
〇
一

・『
磐
田
市
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
長
野
地
区
記
念
誌　

わ
が
邑
長
野
』

長
野
地
区
自
治
会
・
公
民
館
編
著
、
一
九
九
八

・『
磐
田
こ
と
は
じ
め
一　

町
内
の
風
土
記
』
熊
切
正
次
著
・
刊　

一
九
九
五

・『
地
名
用
語
語
源
辞
典
』
楠
原
佑
介
・
溝
手
理
太
郎
編　

東
京
堂
出
版　

一
九
八
三

・『
職
人
歌
合
総
合
索
引
』
岩
崎
佳
枝
・
長
谷
川
信
好
・
山
本
唯
一　

赤
尾

照
文
堂　

一
九
八
二

謝
辞　

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
磐
田
市
の
斉
藤
正
志
氏
・
堀
内
健
吾
氏

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
・
団
体
に
資
料
提
供
お
よ
び
採
訪
調
査
で
ご
協

力
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
な
い
と
う
・
ひ
ろ
よ
）


